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 寛文三河国絵図（本館蔵）

「国絵図の世界 －描かれた江戸時代の三河－」
特別展

会期：2024年9月28日（土）～11月10日（日）　

観覧料：一般 500 円／中学生以下無料

徳川家康は、江戸幕府を開いた翌年の慶長9年（1604）、諸大
名に「国絵図」と「郷帳」の提出を命じました。国内統治の基本で
ある国土の把握としての国絵図作成事業は、これ以後、正保期、
元禄期、天保期の4回に及びました。

民間では、江戸中期以降、木版刷りの国絵図が刊行されるよ
うになり、多くの人々の知的好
奇心を満たしてきました。

こうした今日の都道府県地図
に相当する一国単位の国絵図
は、その時々の作製契機を色濃
く反映したものになっていま
す。本展では本館新所蔵の三河
国絵図を中心に、多彩な絵図を
読み解き、その魅力に迫ってい
きます。

元禄三河国絵図（愛知県図書館蔵）

特別展
「地震と災難 －宝永地震から三河地震まで－」

会期：2024年11月30日（土）～2025年1月19日（日）

観覧料：一般 500 円／中学生以下無料

三河地震が発生してから2025年1月で80年になります。現在も
地震は日本各地で頻発しており、時代を問わず人々は地震によっ
て被害を受けてきました。特に近世以降は、残された史料により地
震発生からその後の対応を断片的に知ることができます。

近世後期には大地震が続き、火災や河川閉塞、津波などの二次
災害が被災地を襲いました。いずれも藩や民の記録に残され、被害
の実態や救済措置の一端を知ることができます。

近代に入ると行政による対応や民間による支援などが行われて
いきます。大きな震災は社会の変化の起点にもなり、都市計画や物
流にも影響を与えました。

本展では、近世から近
代にかけての地震を中心
に、人々がその災難を克
服していく様子を紹介し
ます。

地震後世俗語之種（真田宝物館蔵）
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安祥文化のさと

●名鉄西尾線南安城駅より東へ徒歩15分
●JR東海道本線安城駅より、あんくるバス（1番系統安祥線）川島行き10分
●JR 東海道新幹線三河安城駅よりタクシー20 分
●無料駐車場（230台収容）あり
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個人200円（中学生以下無料）・団体（20人以上）160円
障がい者手帳等お持ちの方及び同伴者1名様 100円
9:00〜17:00(入館は16:30まで)
毎週月曜日（祝日の場合は開館）・年末年始（12/28〜1/4）

[常設展観覧料]

[ 開 館 時 間 ]
[ 休 館 日 ]
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古代中国の暦法では太陽の運行に従って冬至・春分・夏至・秋分を設
け、その中間である立春・立夏・立秋・立冬を季節の始まりとしました。「暦
の上では春ですが」と言いますが、この春とは立春を指します。このような
節目は節気と呼ばれ、季節の移り変わりが祝われてきました。

また同じく季節の節目を表す言葉に「節供（節句）」があります。これは
陰陽五行説の思想に基づくもので、特に１月７日・３月３日・５月５日・７月７
日・９月９日はそれぞれ人日・上巳・端午・七夕・重陽と呼ばれ、江戸時代に
は五節供として定められたこともあり、季節
の変わり目を祝う行事としてしだいに民間
にも普及・定着していきました。

本展では雛人形や五月飾り、「年中行事
絵巻」等当館の収蔵品を中心に、季節を祝
う行事が現代に至るまでどのように受け入
れられ、受け継がれてきたのか紹介します。

雛人形（本館蔵）

観覧料：無料
会期：2025年2月8日（土）～3月23日（日）　

「季節を祝う」
企画展



※参加申し込み、料金等のご案内は、インターネットや広報あんじょうでお知らせします。 ※都合により、日時・内容・会場などを変更する場合があります。ご了承下さい。
※最新情報は安城市歴史博物館ホームページをご確認ください。

● さとのマルシェ
安祥城址公園

10月14日（月・祝）10：00～15：00 11月2日（土）10：00～15：00 11月30日（土） 10：00～15：00 3月22日（土）10：00～15：00
飲食のキッチンカーや手づくりクラフトの店舗ブースが集合します。　　

※要申込（       があるもの）

● イベント・その他

安祥城址公園ほか

10月5日（土）・6日（日）
 9：00～16：00

安祥文化のさとまつり

安城市中心市街地拠点施設
                           アンフォーレ

11月2日（土）
13：00～17：00

第14回松平シンポジウム

愛知県民の日
学校ホリデーに
ちなみ常設展が
無料となります

11 / 22（金）
無料開館

協力：安城学園高校  学び探求部
小学生4～6年生・中学生対20名

12月14日（土）9：00～13：00
②学芸員体験
12月1日（日）9：30～12：00
①勉強会
1日子ども学芸員体験

1月5日（日）14：00～
三河万歳「新春招福の初舞」

30名 講座室
出演：安城の三河万歳保存会

安祥城址公園

3月22日（土）10：00～15：00
和モノフェス

殺陣ショーとさとのマルシェなど

● 入門講座 （全4回）

講座室

知って、楽しい！やさしい安城の歴史　       ●講師：小田健二（本館館長）　●各回10：00～　●対象：小学４年生～大人
　 30名※初めての方優先   　  500円（全4回分の資料代、常設展観覧料含む）※小中学生およびさと会員の方は100円（資料代のみ）

①12月15日（日）  
「大昔の安城の様子」

②1月12日（日）   
「浄土真宗の広まりと

                松平家の活躍」

③2月15日（土）
「石川丈山と明治用水の完成」

④3月23日（日） 
「日本デンマークと

   その後の安城の発展」

講座室※申込不要

● 連続講座 （全5回） 連続講座「中京大学連携講座」          ●各回14：00～              各回200円

①10月19日（土） 
「東海地域と顕密仏教

   －三宝院流の展開を中心に－」
講師：小池勝也氏（歴史文化学科准教授）

②12月21日（土） 
「近世における「王権」争奪戦

   －将軍と天皇のページェント－」
講師：小川和也氏（歴史文化学科教授）

③1月25日（土） 
「大名庭園の世界

   －殿様の「御庭」に集う人びと－」
講師：白根孝胤氏（歴史文化学科教授）

④2月16日（日） 
「家康の手紙

   －その真贋を見極める－」
講師：馬部隆弘氏（歴史文化学科教授）

⑤3月15日（土） 
「笑いのなかの明治

   －風刺雑誌『団団珍聞』を中心に－」
講師：中元崇智氏（歴史文化学科教授）

● 展示関連イベント

エントランスほか
※要申込（       があるもの）

クイズで巡る古地図めぐり
9月28日（土）～11月10日（日）

有料

国絵図パズルに挑戦！
9月28日（土）～11月10日（日）

展示担当学芸員に教わる測量体験
10月26日（土）・11月 3日（日）
10：00～11：00

各6名 講座室 共催：特定非営利活動法人愛知県レクリエーション協会

安祥城址公園フォトウォークラリー
10月27日（日）9：00～12：00

30名 600円

地震と災難クイズラリー
11月30日（土）～1月19日（日）

有料

安祥城址公園

12月7日（土）
10：00～14：00

防災体験デー
「みんなでまなぼうさい」

体験学習室500円20名

講師：岡田公夫氏・田所登代子氏
           （安城防災ネット）

12月15日（日）
10：00～12：00

災害時に役立つ防災クッキング 講話 「能登半島地震における
           自衛隊の災害救助活動について」
1月13日（月・祝）10：00～11：00
講師：中澤宏泰氏  

（自衛隊愛知地方協力本部安城募集案内所所長）
30名 講座室

2月8日（土）～3月23日（日）

歴博 福よせ雛

折り紙体験＆なるほど節句クイズラリー

2月15日（土）9：30～12：00
ひなまつりインテリアパネルづくり

講師：渡辺健一郎氏・古川智氏
            （ワタナベ鯉のぼり株式会社）

体験学習室有料15名

2月25日（火）10：00～12：00

和菓子職人に教わる
  桃の節句の和菓子づくり

講師：清水崇司氏
            （両口屋菓匠三代目）

15名 1,000円 体験学習室

● 記念講演会
　 歴博講座

各60名
講座室

記念講演会
「国絵図から読む江戸時代」

9月29日（日）14：00～

講師：上杉和央氏
           （京都府立大学准教授）

記念講演会
「元禄三河国境縁絵図と

   　　　　　　元禄日本図」

10月12日（土）14：00～

講師：種田祐司氏
           （名古屋城調査研究センター）

歴博講座
「新収蔵！

   三河国絵図を深掘りする」

11月9日（土）14：00～

講師：後藤麻里絵（本館学芸員）　

歴博講座
「史料からみる三河地震」

12月8日（日）14：00～

講師：本部はる香（本館学芸員）

記念講演会
「安政東南海地震に学ぶ

   －地震・津波被害の
                  実態理解を通じて－」

12月14日（土）14：00～

講師：谷口央氏
 （東京都立大学人文社会学部教授）

記念講演会
「移住者たちの関東大震災

－被災地・横浜と郷里との
                                   関係を中心に－」

1月18日（土）14：00～

講師：吉田律人氏
 （横浜都市発展記念館主任調査研究員）

歴博講座
「節句の変遷」

3月1日（土）14：00～

講師：千田佑香（本館学芸員）

記念講演会
「平安文学から読み解く年中行事

    ～枕草子・源氏物語を中心に～」

3月16日（日）14：00～

講師：勝亦志織氏
   （中京大学文学部日本文学科教授）　

■ 展覧会

一般500円・中学生以下無料

9月28日（土） ～11月10日（日）

特別展
「国絵図の世界 －描かれた江戸時代の三河－」

一般500円・中学生以下無料
11月30日（土）～1月19日（日）

特別展
「地震と災難 －宝永地震から三河地震まで－」

無料

2月8日（土）～3月23日（日）

企画展
「季節を祝う」

■ 常設展 矢作川流域の原始古代から近現代にわたる歴史と文化を展示しています。 一般200円・中学生以下無料

2024年～2025年 月10 7.21.28 月11 11.18.25 月12 2.9.16.23.28～31 1月 1～4.6.20.27 2月 3.10.17 3月 3.10.17.24.31

料金 要申込・定員 休館日場所 ※無料の場合は、　   を省略しています安城市歴史博物館 下半期スケジュール 


